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１．研究目的(Research Objectives) 
 
２００６年度後半より稼働を継続している SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダーのデータベースを作成

し、解析のためにアクセスが容易なデータベースシステムを構築し、研究所所有のオリジナルなデータ

ベースとして公開していく。特に上記レーダーは太陽地球環境研究所の 2005-2009 年度特別教育研究経

費における一つの重要プロジェクトとして 2005-2006 年度の予算で建設されたものであり、研究所の今

後の共同利用における大きな目玉の一つとして期待されている。同時に、北海道-陸別レーダーと視野が

隣接しているアラスカ King Salmon レーダーとマージした形式のデータ公開を進めるとともに、他の

SuperDARN レーダーや ERG 等将来の人工衛星データと融合した形でのデータ公開の可能性についても検

討していく。 

 

２．データベース作成の概要 

 

SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダーで取得されたデータは 2006 年 12 月にフル稼働を開始しており、

2009 年度終時点でほぼ 3 年のデータの蓄積がなされた。データは現地からネットワーク回線を通じて太

陽地球環境研究所のコンピュータまで定期的に転送される。転送されるデータには物理情報を含む

fitacf 形式と元々のスペクトル情報を含む rawacf データ形式が存在するが、普段の解析に使用するのは

前者であるのに対し、後者は主にデータの質を確認するために使用される。太陽地球環境研究所の計算

機アカウントを持つ共同研究者に対しては、これら fitacf,rawacf データを提供する。それ以外の国内

外の研究者に対しては、一日ごとに特定のビーム方向に対してデータをプロットした quicklook plot お

よび、情報通信研究機構が運用しているアラスカ King Salmon データとマージした形で作成した 2 次元

分布の 2分ごとのムービーデータを web 上で提供していく。 

さらには他の SuperDARN レーダーデータを含めて作成した map potential plot data を将来的に何ら

かの形で公開する可能性も検討していく。また人工衛星データと融合する形で CDF フォーマットによる

データ公開を将来行う可能性についても検討する。 
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３．共同研究の成果 

 

2006-2006 年度に研究所オリジナルなデータのデータベース構築・整備を行い、共同研究者がより容易

にデータ解析が容易になる環境を構築することができた。同時に、公開 web サーバで一日ごとの

quicklook plot、またキングサーモンレーダーとマージした形式での 2分時間分解能・6時間単位のムー

ビーデータを置いており、国内外の多くの研究者が物理量を含むデータをほぼ全部無条件に参照するこ

とが可能となっている。これにより、ジオスペース研究センターのプロジェクト２における地上―衛星

観測計画のうちの地上観測ネットワークデータの充実に貢献した。同時に、CDF 等の共通フォーマットを

使用していくことでの観測との共通データベースの構築を検討しており、これは将来的に新たな統合デ

ータベースの公開につながることが期待できる。 

当該共同研究期間に構築したデータベースの量は以下の通りである。 

Fitacf ファイル: 

2006 年度 約 7.0 GB 

2007 年度 約 18.7 GB 

2008 年度 約 28.3 GB 

2009 年度 約 29.7 GB 

Rawacf ファイル: 

2006 年度 約 26.5 GB 

2007 年度 約 81.6 GB 

2008 年度 約 173.3 GB 

2009 年度 約 206.3 GB 

Quicklook plot ファイル: 

2006 年度 120 件 

2007 年度 301 件 

2008 年度 345 件 

2009 年度 363 件 

ムービーファイル: 

2006 年度 968 件 

2007 年度 2804 件 

2008 年度 2920 件 

2009 年度 2898 件 

 

Quicklook plot ファイルの web 上でのアクセス状況(研究所内部からのアクセスを除く)は以下の通り

である。 

2006-2007 年度 約 9800 件 

2008 年度    約 13600 件 

2009 年度    約 9700 件 

さらに、ムービーplot ファイル(2008 年度より公開)の web 上でのアクセス状況(研究所内部からのア

クセスを除く)は以下の通りである。 

2008 年度    約 31900 件 

2009 年度    約 74100 件 
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Quicklook plot の例 
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ムービーデータの内容の例(2006.12.15) 
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